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Helicobacter pylori は、1982年、オーストラリアの医師によって、
はじめて胃の粘膜から分離された。それ以降、胃炎や胃・十二指腸
潰瘍の発症に関与していることが明らかにされ、世界中の医師や研
究者が注目する。
　Helicobacter pylori は、動物ではスナネズミだけが人と同様に
感染し、潰瘍が起こることが知られている。本作では、スナネズミ
に菌を経口投与し、その感染と潰瘍発症の経過を映像ではじめて捉
えることに成功した。さらに Helicobacter pylori による胃粘膜傷
害を発症させる機序で、いくつかのルートが考えられるが、なかで
も、モノクラミンの関与が注目され、スナネズミの胃粘膜状況を経
過観察した結果、モノクラミンによる胃粘膜傷害をつぶさに実証し
た。また、胃粘膜上皮細胞を使った in vitro の実験を通して、ポラ
プレジンク（プロマック）が抑制する効果を明らかにした。
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Helicobacter pylori（ヘリコバクター・ピロリ菌）は、胃炎や胃潰瘍、
胃がんの原因にもなっている。しかし、この菌がどのように胃粘膜
傷害を引き起こすのかについては、明らかでないことがたくさんあっ
た。映像は、顕微鏡撮影の技術を駆使して、ピロリ菌の胃粘膜への
感染から胃粘膜傷害発症に至る過程を観察した。
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